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練馬中学校防災標語『どんな時も 人が優先 大事な命』

【令和２年度１学期終業式 校長講話（放送による）】

やっと青空、やっとセミの鳴き声が聞こえる季節になりま
した。学校再開から２か月、今日は、１学期の終業式です。
今年は、いつもと違うことがいろいろあります。まず、通知
表がありません。夏休みが８月１日から２３日までです。
３年生には、教科学習状況が配布されます。今の力を知る

機会にしてください。学校全体としての正式な通知表は、９
月一杯までの学習を見てから評価し、１０月に配布します。
忘れないで下さい。

４月６日始業式、３年生の皆さんには、義務教育最終学年と
しての自覚と責任を、また、「進路の決定」にむけて、努力を
続けて下さい。と話しました。
２年生の皆さんには、中堅学年として、自分を磨き、成長

する時であり、練馬中学校の１年間を左右する重要な役目を、
担っています。と話しました。
１年生には、６月１９日の入学式で校訓・教育目標・特別

支援学級・絆の４つの話をし、練馬中学校での時間を大切に
してください。と話しました。
皆さんは、よく頑張っていると思います。それに先生方、

主事さん方、給食調理の方々、事務の方、そしておうちの方
々、皆頑張っています。

私たちは、今、新型コロナウィルスと向き合う者として、
同じ空の下で生きています。思いは色々でしょうが、現実を
受け止めながら、健康・安全に注意し、できることから『 One
Step Forward』一歩前に進んでいきましょう。

最後に、注意を３つ。
１つ、夏休みのしおりをよく読み、自分の行動に責任を持つ。
２つ、命を大切に、事故やケガ、熱中症にも気を付ける。
３つ、心と体をリフレッシュ。８月２４日、２学期始業式に、

元気な心と体で会いましょう。終わります。

令和２年７月３１日 練馬中学校長 日下石直美

校訓『不惜精進』 教育目標『自主・勤勉・共生』

練馬中だより
《 One Step Forward (一歩前へ！) 》
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【 1 学期終業式に寄せて 生徒会長】

皆さんこんにちは。生徒会長です。
休校明けの 6 月から、およそ二か月が経ちました。学校生活

もすっかり慣れてきたと思います。そして、明日からは夏休
みを迎えます。例年に比べて期間が短い中、皆さんは夏休み
をどう過ごしますか。私は、何事にも前向きに取り組み成長
するための期間にしてほしいと思います。

1 年生は、入部が遅くなったことで、夏休みから本格的に部
活動が始まります。活動が増えたことにより忙しくなると思
いますが、学業との両立ができるよう、頑張ってください。
また、学習の面では、小学校とは違った難しさを感じたと思
います。新学期に向けて土台を固めるためにも、復習をしっ
かり行いましょう。

2 年生は、二学期から 3 年生に代わって、様々な活動の中心
となります。夏休みの部活動から早速活躍する人がいるので
はないでしょうか。リーダーシップを発揮する機会が多くな
ります。自覚をもって取り組めるよう、自分の言動について
振り返りましょう。

そして、 3 年生。夏休みは進路を考えましょう。今後の人生
を決める大事な選択になります。学校説明会に参加をしたり、
情報を集めて検討を重ねましょう。直接学校に訪問すること
ができないなど、大変なことがあるかもしれませんが、機会
を逃さないようによく調べてください。自主的に行動できる
ようにしましょう。

新型コロナウィルスの影響で、マスクを着用しなければな
らず、大変な日々が続いていますが、健康に気を付けつつも
夏休みを楽しんでください。

おめでとうございます。よい記念にしてください。


